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  本計画は、障害者基本法に基づいて策定される障害者のための施策に関

する基本的な計画です。 

 

 

 

 松戸市では、これまで「いきいきと安心して暮らせる社会をめざして」

を基本理念として「松戸市障害者計画」に基づく施策を、総合的かつ計画

的に推進してまいりました。そして、障害者基本法の改正、更には障害者

総合支援法の制定など、障害者を取り巻く大きな制度改革に対応し、障害

のある人もない人も、誰もが自分らしく、お互いの存在を認め合い、安心

して暮らせるまち・松戸市をめざして、新たに「第２次松戸市障害者計画」

を策定し、障害者施策の更なる充実に取り組みます。 

 

 

 

  本計画は、松戸市総合計画 

 のめざす将来像の一翼を担う 

 障害者部門の計画として、中 

長期的な展望のもと施策を推 

 進するための総合的な指針と 

なります。 

 

 

 

 本計画の期間は、平成２５～３２年度の８年間を計画期間とします。 

この間、大幅な制度改正や社会情勢の変化などが生じた場合には、必要に

応じて見直しを行うものです。 
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「市民全員参加型」まつど障害者プラン 

第２次松戸市障害者計画（平成２５～３２年度） 

概 要 版 

計画の目的 

計画の位置づけ 
松戸市総合計画 

第２次松戸市障害者計画 

（平成２５～３２年度） 

第 ３ 期 松 戸 市

障害福祉計画 

（H24～26）

第 ４ 期 松 戸 市

障害福祉計画 

（H27～29）

第 ５ 期 松 戸 市

障害福祉計画 

（H30～32）

計画の期間 

第 2 次松戸市障害者計画 

第３期松戸市障害福祉計画 第４期松戸市障害福祉計画 第５期松戸市障害福祉計画 
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◇ 計画の基本的な考え方 

 

 

 

相互に個性の差異と多様性を尊重し、人格を認め合う共生社会の実現をめ

ざすため、計画の基本理念を次のように定め、計画を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 計画の理念を実現できる地域社会をつくる上で、以下のような将来像を掲

げ、「地域・住民」「障害のある人」「行政」が一体となり施策を推進します。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

障害のある人を取り巻く現状や市民アンケート調査等から示される諸課題

を踏まえた中で、計画に描いた将来像を実現するため、以下のように基本目

標を定めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

基 本 理 念 

「ふれあい・認め合い・支えあい」 

—交流を通して、相互に尊重し、共に生きる— 

「誰もが自分らしく、お互いの存在を認め合い、 

安心して暮らせるまち」 

—障害のある人もない人も“住み続けたいまち・まつど”をめざして—

将 来 像 

基 本 目 標 

１ お互いに個性を尊重し、人格を認め合う社会の実現 

２ 自分らしく生きがいのある生活の実現 

３ 安心して暮らせるまちの実現 
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◇ 重点施策・事業 

 

 

 

 限られた財源の中で、将来像を実現し、基本目標を達成するため、施策の

体系の中から特に次に掲げる施策を重点施策として取り組みます。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重点施策の内容 

１ 相談支援体制の充実 

(1) 基幹相談支援センターの整備 

(2) 相談支援体制の充実 

(3) 成年後見制度の普及促進 

(4) 障害者虐待防止体制の整備 

２ 就労の支援 

 (1) 就労支援・雇用の促進 

 (2) 就労支援体制の整備 

 (3) 障害者就労施設等の受注拡大・工賃向上 

３ 災害時における支援体制の整備 

 (1) 災害時要援護者支援体制の整備 

 (2) 災害時における情報伝達の確実性の向上 
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◇ 施策の体系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１節 共生社会の実現に向けた

相互理解の促進 

１ 市民意識の醸成 

  

２ 福祉に関する教育の充実 

 

３ 地域ボランティア活動等の 

推進 

第２節 子育て支援の充実 

１ 障害の早期発見と早期療育 

 

２ 障害に応じた療育 

  

３ 特別支援教育の充実 

第 3 節 社会参加と就労の促進 

１ 障害のある人への就労の支援 

  

２ スポーツ・文化活動の支援 

１ 偏見や差別のない地域社会 

めざす将来像 

２ 障害に対する正しい理解と思

いやりのある地域社会 

３ ボランティア活動を通しての

相互理解 

１ 児童の健康が守られている 

まち 

２ 個性豊かな心身の成長・発達 

３ 自らの意思で目標を見つけ、生

きがいを感じる 

１ 就労により、個々の力を発揮

し、生きがいのある地域生活 

２ スポーツや文化活動を通して

生きがいを感じる 
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(1) 地域活動における交流の促進 

(2) 心のバリアフリーの醸成 

具体的な行動 

(１) 学校教育における福祉教育 

(２) 交流の場の提供 

(１) ボランティア等の育成と市民参加の促進 

(２) 児童・生徒のボランティア活動支援 

(３) 社会福祉協議会との連携 

(４) 障害者関係団体への支援 

(１) 保健指導の継続的な実施 

(２) 疾病等の早期発見 

(３) 療育体制の充実 

(１) 子どもの自立に向けた支援 

(２) 障害児保育の充実 

(１) 教育内容の充実 

(２) 教育環境の整備 

(３) 就学相談・指導の充実 

(４) 卒業後の進路の確保 

(１) 就労支援・雇用の促進 

(２) 就労支援体制の整備 

(３) 障害者就労施設等への発注拡大・工賃向上 

(１) スポーツ・レクリエーションの促進 

(２) 文化・芸術活動の支援 
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◇ 施策の体系 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第４節 自立した地域生活の支援 

１ 障害の原因となる傷病の予防

と治療 

  

２ 障害福祉サービスの充実 

  

 

３ 生活の安定のための支援 

  

 

４ 相談支援体制の充実 

第５節 安全安心なまちづくりの 

推進 

１ 生活しやすいまちづくり 

  

２ 防犯・防災対策 

  

１ 傷病の予防と早期発見、早期治

療による一生涯の健康 

２ 障害のある人やその家族が地

域で安心して生活できる 

３ 経済的基盤の安定により安心

して生活できる地域社会 

１ すべての人が生活しやすい 

地域社会 

２ 誰もが安全安心に暮らせる地

域社会 

４ 障害のある人もない人も個人

として尊重される 

めざす将来像 
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(１) 健康の維持・増進 

(２) 医療費等の負担軽減 

(１) 障害福祉サービスの供給体制の整備 

(２) 障害福祉サービスに係る人材の確保と育成 

(３) 利用者負担の軽減 

(１) 年金・各種手当制度の周知 

(２) 助成・割引制度の活用支援 

(１) バリアフリー化の推進 

(２) 住まいの確保と居住の支援 

(１) 災害時要援護者支援体制の整備 

(２) 災害時における情報伝達の確実性の向上 

(３) 防犯対策 

(１) 相談支援体制の整備・充実 

(２) 成年後見制度の普及促進 

(３) 虐待防止体制の整備 

具体的な行動 
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 ◇ 計画の推進に向けて 

 

１ 関係機関等との連携 

障害者計画は、福祉、保健・医療、雇用、都市整備、教育等の様々な

分野を対象とした計画であり、各分野との連携が必要です。そのため、

庁内関係部局はもとより、国、県の関係機関、障害者関係団体及び福祉

サービス事業者等との情報を共有することで、連携強化に努めます。 

また、施策の推進に当たっては、障害への理解や障害者への配慮につ

いて、市役所の各部局間の情報共有や意識の浸透に努めます。 

 ２ 市民参加による効率的、効果的な推進 

(1) 施策の重点化 

限られた財源や資源の有効活用を図りながら、障害者のニーズに的

確に対応した計画を推進します。そのため、重点施策を設定し、効果

的な施策の展開を図ります。 

(2) 市民の参加と協力 

本計画は、「市民全員参加型まつど障害者プラン」として、障害のあ

る人、地域・住民、行政それぞれの役割（具体的な行動）を掲げまし

た。本計画を広く市民に周知することで、市民の皆様の参加と協力の

もと、施策の推進を図ります。 

 ３ 計画の進捗状況の点検と評価 

   本計画で設定した達成目標や事業の進捗状況を点検、評価し、着実な

計画の推進に努めます。 

そのため、毎年、松戸市障害者計画推進協議会による事業の進捗状況

の把握と評価を実施します。 

また、計画期間の中間年を目途に、市民アンケート調査や団体ヒアリ

ングなどを実施し、達成目標の確認と事業の進捗状況の点検、評価を行

い、必要に応じて、計画の内容の見直しを行います。 

中間評価の実施にあたっては、市民の皆様のご意見やニーズを的確に

把握するため、アンケート項目なども見直します。 

 

 
第２次松戸市障害者計画 平成２５年３月発行 

松戸市健康福祉本部子育て担当部障害福祉課 

〒271-8588 松戸市根本 387-5 
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